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産業振興計画の掙ਤによ峍峐目੐峃లਟ൸ڬ１قফ৏の成඘崌嵉嵤ジك

高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜全体＞（案）

地産外商が進み、地域地域で拊者が༵りと志を持って掴ऐる高知県
１ 本県の地域資源を使った新しい商品が次々と誕生し、全国、海外において数多く認知されるようになる
２ 防災や新エネルギーの関連産業が形成され、高知県の産業として誰もがイメージできるようになる
３ 厳しい時代を生き抜くたくましい産業人材が数多く輩出され、各地で活躍するとともに、地域を支える新しい基幹産業が各地に定着し、地域の明るい未来が広がる

■県際間の収支を改善する ■今後10ফ間の人卶の社会増減(転入数と転出数の差による増減)をプラスにする
計画全体を貫く目標 ① 計画全体を貫く目標 ②

■県際間の収支を改善する ■今後10ফ間の人卶の社会増減(転入数と転出数の差による増減)をプラスにする

《過去の状況》

・平成12年の県際収支 ▲6,201億円

・平成17年の県際収支 ▲6,678億円

《今後１０年の見通し》
①各産業分野の取り組みにより生産額が増加
する
②ものづくりの地産地消など、地産地消の徹底
により、県外へのお金の流出を食い止める

《過去の状況》

・平成12～22年の社会減 ▲30,628人

・平成17～22年の就業者の減少 ▲34,620人
◆急激な減少の主な要因
・公務員▲2,000人 ・建設業▲9,800人
・ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ等による製造業の落ち込み▲2,819人
◆平成12～17年の就業者の減少 ▲23,425人

・平成22～32年の生産年齢人口の減少 ▲54,700人
<国立社会保障・人口問題研究所推計>

《今後１０年の見通し》
①雇用の減少数…就業者数のトレンドでみれば今後も減少
◆人口自然減に伴う経済の縮み
◆一方、その傾向は緩やかに

②労働力人口の減少…新たに担い手となる人口も少子化に
より減少
→ 現状では、①＜② となり社会減

◎産業振興計画の取り組みにより、◎産業振興計画の取り組みにより、◎産業振興計画の取り組みにより、◎産業振興計画の取り組みにより、 ①の雇用の減少抑制①の雇用の減少抑制①の雇用の減少抑制①の雇用の減少抑制
に向けて努力し、①＞②に向けて努力し、①＞②に向けて努力し、①＞②に向けて努力し、①＞② と逆転させ、「社会増」を目指すと逆転させ、「社会増」を目指すと逆転させ、「社会増」を目指すと逆転させ、「社会増」を目指す

⇒仕事を選ばなければ、高知県で育った者全員が県内で仕
事に就くことができる状態

産業振興計画の取り組みによる10年後の移輸出額の増加効果
＋１，３００億円 [試算値]

地産地消・地産外商戦റ
（食品分野）農業分野 掚業分野 水産業分野 観光分野商工業分野

・ALWAYS地産地消・ものづくりからの ・地域のྟৡが人をාう、・山で拊者が掴く、 ・拊者が住॒で稼げる

学びの段階から事業化までの多様なサポートにより、
実践者のチャレンジを応援する

◎全国一サポート体制が
整った県を目指す

◎全国一学びの機会が
多い県を目指す

拊者が志を持って打ち込めるྟৡある仕事をつくる

726億円（H22）
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・ALWAYS地産地消
・ಞ材を生かした加工য়県
・県産品が全国ブランドに

・ものづくりからの
雇用拡大と地域の賑わい

・地域のྟৡが人をාう、
世界に通じる観光産業・地域で暮らし稼げる農業 ・山で拊者が掴く、

全国トップ３の国産材産地
・拊者が住॒で稼げる

元気な漁村
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○農業産出額○農業産出額○農業産出額○農業産出額
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以上

305万人（H19）
435万人（H22）

1,300億円億円億円億円
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65万㎥万㎥万㎥万㎥

以上以上以上以上

62万㎥
以上

40.4万㎥（H22）

200億円億円億円億円
以上以上以上以上
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○沿岸漁業○沿岸漁業○沿岸漁業○沿岸漁業
生産額生産額生産額生産額

○水産加工○水産加工○水産加工○水産加工
出荷額出荷額出荷額出荷額

4

年
後

現
状

10
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400億円億円億円億円
以上以上以上以上

370億円
以上

348億円（H21）

200億円億円億円億円
以上以上以上以上

170億円
以上

160億円（H21）

+

+

+

+

（代表する数値目標） （代表する数値目標） （代表する数値目標） （代表する数値目標） （代表する数値目標） （代表する数値目標）
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南海地震対策の
さらなる加速化相乗効果

新たな可能性
に挑戦する

第２期高知県産業振興計画
（平成24ফ২ع平成27ফ২）

５５５５
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基
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向

基
本
方
向

基
本
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向

基
本
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向

高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜全体＞（案）

南海地震対策と連動した

１ 拒ৣをಕめ、活ৡある県外৘場に打って出る
２ 産業間の連携を強化する
３ 拒๭を強め、地ৡを高める
４ 新たな産業づくりに挑戦する
５ 産業人材を育てる 新エネルギー

関連産業
防災関連産業

将来に大きな可能性を秘
めている分野に挑戦し、
新たな産業集積の形成を
目指す

企業誘致
県内産業の
競争力の維
持、強化

投資誘発策投資誘発策投資誘発策投資誘発策
を実施を実施を実施を実施

②
南海地震対策と連動した
防災分野や恵まれた自然
環境を活かした新エネル
ギー分野などの産業振興
にチャレンジする。

集叉活動の拠点づくりや地
域アクションプランの推進、
産業人材の育成、こうち型

これまで取り組んできた地産外商、
ものづくりの地産地消、食品加工
の推進、基軸となる第一次産業の
振興を引き続き推進し、加えて県

観光 ものづくりの
地産地消これまでの取り組みを

定着、さらに成শ・発展①南海地震対策
のさらなる加速化

地産外商

集落調査を踏まえ

中山間対策を
抜本強化

産業人材の育成、こうち型
二地域居住の促進などに取
り組む。

振興を引き続き推進し、加えて県
内産業の挂拫ৡの維持・強化など
に取り組む。

農業、林業、
水産業

食品加工

定着、さらに成শ・発展
させて、より大きな動き、
大きな産業を目指す

①
産業を

骨太なものに
押し上げる

③

中山間地域の
暮らしの発展 交通等

防災

のさらなる加速化

保健
医療
福祉

日本一の健康
長寿県づくり

③
中山間地域の
産業づくり

小さな
ビジネス

こうち型集落
営農等拠点
ビジネス

地域アクショ
ンプラン

地域のཎ厪ৡを匂き出す
産業振興の取り組みを
より地域地域に広げる

産業振興の取り組みを
より地域地域に広げる

第２期産業振興計画は、①ع③の拹点をもって、計画をさらに進化させ、推進する

③③
こうち型二
地域居住・
移住

産業人材
の育成

地域のཎ厪ৡを匂き出す

第１期産業振興計画（Ｈ２１～Ｈ２３）第１期産業振興計画（Ｈ２１～Ｈ２３）第１期産業振興計画（Ｈ２１～Ｈ２３）第１期産業振興計画（Ｈ２１～Ｈ２３）

第１期計画では、積年の課題に立ち向か第１期計画では、積年の課題に立ち向か第１期計画では、積年の課題に立ち向か第１期計画では、積年の課題に立ち向か
うための「仕組み」が整い、県内各地で官うための「仕組み」が整い、県内各地で官うための「仕組み」が整い、県内各地で官うための「仕組み」が整い、県内各地で官
民一体となった新たな事業が動き出す民一体となった新たな事業が動き出す民一体となった新たな事業が動き出す民一体となった新たな事業が動き出す

高知県経済が抱える積年の課題高知県経済が抱える積年の課題高知県経済が抱える積年の課題高知県経済が抱える積年の課題
◆人口減少により縮小を続ける県内市場
◆産業間の連携の弱さ（資本・産業集積の乏しさ）
◆強みである第一次産業さえも弱体化

より地域地域に広げる
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高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜地産地消・地産外商戦略 ～食品分野～（案）＞

4ফ後の目ఏ 10ফ後の目指す姿さらなる飛躍
へのポイント

● 農業産出額
1000億円

地域の壁を越えた
A
L
W
A
Y
S

県
産
品
の
販
路
開
拓

数
多

○ 農業生産物の生産・出荷における高付加価値化の推進
（P154~173）

・ まとまりのある園芸産地総合支援（園芸用ハウスの及動化
促進、集出荷等施設の再編・集約化の促進）

◎
事
業
化
さ
れ
た

◎
消
費
地
が生

現 状
(H22)
速報

726億円

第2期計画の取り組み
H27H26H25H24

● 販売স額が800万円
以上の漁業経営体
510510510510経営体経営体経営体経営体（（（（22222222％）％）％）％）以上以上以上以上

● 地域アクションプラン
等の事業化・定着・規模
拡大支援等

60億円増

新たな水産加工業の取扱高

地域の壁を越えた
事業者の連携

A
L
W
A
Y
S

地
産
地
消

素
材

食
料
品
製
造
業
出
荷
額
等

販
路
開
拓
・販
売
拡
大
に
よ
る
事
業
者
・生
産
者
の
所
得
の

県外に流出している
加工工程が県内で
できるインフラの

整備

数
多
く
の
「新
た
な
産
業
を
担
う
人
材

促進、集出荷等施設の再編・集約化の促進）
・ 環境保全型農業のトップランナーの地匱を確য়（IPM技術

を全品目に普及、新施設園芸のシステム構築）
○ 加工仕向けの農産物の生産拡大支援（P42,186~191,196）
○ 漁業生産挪の確保（P262）と養殖漁業の振興（P288）

○ ౞匏用原材厄のマッチング支援（P42）
○ 直販所を販売拠点とした加工品開発支援（P14）
○ 農業・水産業の6次産業化支援（P40,196）

・ 6次産業化をリードする人材育成
・ 地域資源の商品化に向けた支援
・ こうち型集叉営農を通じた拠点ビジネスづくり
・ 農産物加工等のブラッシュアップ支援

○ 伝統的な水産加工業の振興（P298）

さ
れ
た
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
発
展
・
拡
大
の
支
援

が
求
め
る
商
品
開
発
の
支
援
（生
産
・加
工
・
流
通
・

加

工

生

産

新たな水産加工業の取扱高
10億円増

素
材
を
生
か
し
た

加
工
立
県

食
料
品
製
造
業
出
荷
額
等

９
０
０
億
円
以
上
を
目
指

の
向
上

食
料
品
製
造
業
出
荷
額
等

８
０
０

● プロモーション活動
（広告効果25億円）も
含めた外商活動による全
国各地での成約স額

20億円

首都圏ほか

産学官連携による
技術革新

機能性成分を
生かした商品開発

人
材
」の
輩
出
に
よ
り
さ
ら
な
る
飛
躍

○ 伝統的な水産加工業の振興（P298）
・ 宗田節加工業・シラス加工業の振興

○ 企業の設備投資への支援の抜本強化（P30）

○ 官ড়協掴による高知型物及の仕組みづくり（P56）
○ 農業の基挒及通の強化（P174~181）
○ 顧客と産地をつなぐ新たな受発注システムの構築（P174）
○ こだわり野菜や果実と実需者のマッチング支援（P178）
○ 水産物の高掏২物及システムの構築（P284）

（ৎ間෱掤をಢೠする新たな物及）

支
援
、
新た
な
事
業
化
の
支
援

・
販
売
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
）
◎
産
業
人
材
育
成

流

通

３

目
指
す

県
産
品
が

全
国
全
国
全
国
全
国
ブ
ラ
ン
ド

ブ
ラ
ン
ド

ブ
ラ
ン
ド

ブ
ラ
ン
ド
に

８
０
０
億
円
以
上
を
目
指
す

首都圏ほか
൐ফ500件×1百万円

● 継続的にനಔに取り組
む食品企業が倍増

50社（輸出額2億円）

設備投資による
加工規模の拡大

飛
躍
を
目
指
す

○ まるごと高知を拠点とした外商活動の強化（P52~57）
・ 県内事業者等との外商勛റの共卻
・ 県内での仕入れ体制強化

○ 関勽・中৖エリアでのൎ捈・あっせん強化（P64,66）
○ 大型挪販店とのෆฐ協定を生かした全国展開（P56）
○ 農産物のパートナー店での販売強化（P178）
○ 新園芸ブランドによる販売強化（P178）
○ マリン・エコラベルの活用などによる県産水産物のブランド

化の推進（P58）
○ 水産物の買受人の組織化と主体的な活動の促進（P284）

産
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践販

売



第2期高知県産業振興計画におऐる地産地消・地産外商戦റの展開イメージ
県産品の販路開拓・販売拡大による事業者・生産者の所得の向上

地産地消の徹底 地産外商の推進

県外への地産外商 海外への地産外商県ড়との匞掴 県外への地産外商 海外への地産外商県ড়との匞掴

県内飲食店
での

消費拡大

県内挪販店
等での販売

拡大

県ড়の
勪掟の向上

国
・
地

域

別

の
展

中国（上海・安⌮匚）
香港、台湾

シンガポール

フランス等ヨーロッパ

国内商談会

効果的な事
業展開
◆ 商談会
◆ フェア
◆ ৄ本市
◆ 個別訪問

など
その他

新たな匵及の
仕組の構築を
目指す

一般財団法人高知県地産外商公社
◆外商先の拡大と産地訪問への招へい強化
◆ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ活動と連動した外商活動の展開
◆新たな商品発掘など仕入機能

の強化
アンテナショップまるごと高知

◆店舗を活用した試食・商談会の充実
◆試作品を対象にしたﾃｽﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの展開

県大阪事務所（B to Bの支援）
◆関勽で売れる商品づくりの推進
◆試食・商談会開催 ◆高知フェア

関
西

首
都
圏

・ 構築してきた人脈地
区

（P64）

（P52～56） （P58）

◆ നಔ実務に関する人材育成
⇒ セミナー・研修開催

ターゲットターゲットターゲットターゲット（（（（県内県内県内県内・・・・県外県外県外県外・・・・海外海外海外海外／／／／小売小売小売小売・・・・卸卸卸卸・・・・中食中食中食中食・・・・外食等外食等外食等外食等））））にににに合合合合わせたわせたわせたわせた支援支援支援支援をををを展開展開展開展開

直販所での
販売拡大

展

開

・നಔ促進॥ーॹィネーॱーによるৼ談・捉匟
・シンガポール事務所・上海事務所による支援

国内商談会

◆県ড়との協掴による地産地消促進
◆県内事業者と県内挪販店とのマッチング

（商談会開催による販売拡大支援）
◆直販所を販売拠点とした地域の加工品づく

りの支援

◆試食・商談会開催 ◆高知フェア

県名古屋事務所
（県産品の認知২向上⇒B to Bへ展開）

◆業務筋向けの商談会出展
◆商談会（東勤・関勽）への誘導

そ
の
他

３大都市圏以外での外商活動
◆挪販店、コンビニとのෆฐ協定の活用

中
部

関
西 ・ 構築してきた人脈

・ 強みのある品目
を中心に展開

地
区
ご
と
の
外
商
戦
略
の
展開

（P12～18）
（P66）

（P52～56）

４

ྟৡある商品の開発
商品の磨き上げ（商品の改拖）

外商活動等によるバイヤー・消費者等の
商品評価をフィードバック

◆ 加工食品の生産拻৶の高২化支援（基本のජೲと高২化を担う中核的人材の育成）
◆ 高質系スーパーと連携したマーケットイン型の商品開発
◆ 加工用原厄として活用できる一次産品の生産者と加工業者とのマッチングと加工業者間連携による大規模加工の仕組みづくり
◆ 加工や機༊設備の製造などをできるだけ県内でষう「メイド・イン高知」の促進

県内県内県内県内
事業者事業者事業者事業者

食品加工食品加工食品加工食品加工
のののの推進推進推進推進

（P24,26,38,40,42）（P24,26,28,30,32）

（P42）
（P44,46,54）



高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜農業分野（案）＞

農
業

生産性の向上と、
安全・安心による
選ばれる産地の

形成

●ＩＰＭ技術がより
高২化するととも
に、全地域・全品

10ফ後の目指す姿さらなる飛躍
へのポイント4ফ後の目ఏ

農で働き

◆本県農産匵の品拾を高め、生産挪を増やす
○高厓挪・高品質に向けた取組の展開（P154~P163）

・「学び教えあう場」の取組をさらに県内に広げる
・卻捬品目や挺タバコ৻౹品目の導入を検討し、農業厓入の増加につなげる
・レンタルハウス整備や園芸用ハウス及動化等への支援により、営農定着や

第2期計画の取り組み
H27H26H25H24

現状
(H22)
930億円

農
業
産
出
額

１
０
５
０～

地
域

農
業
産
出
額

１
０
０
０

形成

オランダ並みの

生産性を目指す
「新施設園芸システム」

を県内各地に普及

一経営体あたりの
収入をアップ

農地を集積

施設の高度化

高২化するととも
に、全地域・全品
目へ普及

●集叉営農数
Ｈ23：164組織

→Ｈ27：250組織
●集叉営農のうち

こうち型集叉営農数
Ｈ23：17組織

→Ｈ27：32組織

●新規就農者数
230人/ফ

農で働き
高知で
暮らす

●新規就農者数
：250250250250人人人人////年年年年

若者から
お年寄りまで
笑顔で暮らせ

・卻捬品目や挺タバコ৻౹品目の導入を検討し、農業厓入の増加につなげる
・レンタルハウス整備や園芸用ハウス及動化等への支援により、営農定着や

規模拡大への負担を軽減する
○環境保全型農業のトップランナーの地匱を確য়（P164~P173）

・天敵導入など安心・安全につながるＩＰＭ技術を全地域、全品目へ普及
・オランダとの友好園芸協定を活かす
・高厓挪・高品質に向けた「新施設園芸システム」を構築する

○৪・土佐ภ・ႛ産など地域の特産物の生産拡大やブランド化、
生産性の向上を進める（P184~P193）

◆担い手の確保と、地域の中核となる農業者等の規模拡大を進める
○新規就農者の確保・育成と、実践研修やサポートハウスなどによる営農

定着を支援する（P198）
○農地の集積による規模拡大や、経営体質の強化を進める

（P200~P203）
◆中山間地域の農業を維持・活性化させる

○集叉営農を県内全域へ拡大する（P194）

生

産

１
０
５
０
億
円
以
上
を
目
指
す

地
域
で
暮
ら
し
稼
げ
る
農
業

１
０
０
０
億
円
以
上
を
目
指
す

施設の高度化
・大規模化

経営力のある
企業的経営体を

県内各地に育てる

中山間で収入を得
る仕組みを定着

こうち型集落営農を
通じた拠点ビジネスを

●地域資源を活用した
加工の取組が県内各
地に広がる

●本県農産物の販挢開
ิを通じ、実需者

攻めの外商で

笑顔で暮らせ
る中山間の農

業の確立

●集落営農数
：500500500500組織組織組織組織

●集落営農のうち、
こうち型集落営農数

：100100100100組織組織組織組織

○集叉営農を県内全域へ拡大する（P194）
○こうち型集叉営農のステップアップを支援する（P194）

◆生産と一体となった加工ができる体制づくりを目指す
◆農業者の収入につながる地域資源の加工を進める

○農産物加工ができる人材を育成する（P196）
○地域資源を活用した商品開発や事業者とのマッチングを進める

（P196）
○農産物加工品のブラッシュアップを支援する（P196）

◆挷഼品の基幹及通を強化するとともに、実೽者のॽーズに対応できる
新たな及通・販売体制を構築する
○産地を伝える販売を強化し、本県農業の取組への৶卆を促す

（P174~P181）
流

加

工

５

農
業
～

す

農産物の
付加価値を向上

各地に生まれた
加工の動きを
産業に育てる

各地域へ拡大ิを通じ、実需者
ニーズに合った柔軟
な及通・販売体制が
できている

●実需者の声が産地に
フィードバックされ、
販売をৄྚえた生産
ができている

攻めの外商で
稼ぐ農業

●販売金額1,000万円
以上の農業経営体
の割合：20202020％％％％

（Ｈ２２時点から倍増）

（P174~P181）
・「新園芸ブランド」による販売を拡大する
・本県農業の取組を৶卆してくれるパートナー挪販店での販売を強化する
・及通関厂者等の産地招へいや、メディアの活用、学校等への出৐౸業の実施に

より、産地の取組をＰＲする
○新たな販挢を開ิするとともに、実需者のニーズを的確にኇえ生産に

活かす（P174、P178、P182）
・市場及通以外の「顧客と産地をつなぐ新たな受発注システム」を構築する
・こだわり野菜・果実の生産者と多様なニーズを持った実需者とのマッチングを

進める
・ユズ玉や果汁、花き等の輸出を推進する

◆厣産農産匵のۇۅや販促、商談会等により販挢を拡大する
（P184~P193）

流

通

・
販

売



産業成শ勛റ 【農業分野】 の概要

１．本県農産物の高付加価値化 ２．中山間地域の農業・農村を支える
仕組みを強化

⋋ૐ૳営農の掙ਤ⋉૴ৢ・販売の支援強化

農業産出額の増加・所得の向上

地域農業の
活性化、雇用・
所得の確保

安心して農業を継続

まとまりづくり

消費者に選ばれる産地へ

①まとまりのある園芸産地総合支援

販売額拡大・販挢拡大
（P154~P163） （P174~P183） （P194~P195）

●岽うち捗集叉営農の実勶
・コーディネーターや集叉リーダーの育成
・農産物加工やグリーン・ツーリズムへの取組を支援
・法人化への支援

●集叉営農組織の育成と活動促進
・話し合いの場づくりと実践
・地域岶ষう研修会や匪進地拹掊等への支援
・র৛৑地域等卟捴支掾勧২の活用

所得の確保

販売をৄྚえた生産
産地を伝える販売産地づくり

まとまりづくり

地
域
の
拠
点
ビ
ジ
ネ
ス

園芸品導入
ఢফ化

⑥6次産業化の取組による拠点ビジネスづくり

高品質
高厓挪
低コスト

●「学び教えあう場」の強化
●匚崐ネル崖ーৌ策支援
●有望な園芸品目の導入
●園芸品目の匫合勛റ支援

野菜 果樹 花き

●レンタルハウス整備事業の充実
●園芸用ハウスの及動化を促進

販売額拡大・販挢拡大
●パートナーシップの強化
●新たな出荷・及ৢ・販売体勧の構築
●業勲೽要の開ิ
●展示商談会の開催
●輸出の促進

PR・消費拡大
●高知フェアの開催
●アンテナショップ等での販促
●メディアを活用したPR

新

新

新

拡

（P194~P195）

ビ
ジ
ネ
ス

生産性・品質向上
販売活動の強化
ዽ農・෿用ฟ(土佐
あかうし)・養豚
土佐ジロー・土佐はちきん地鶏

高品質安定生産
地域ブランド米の育成●IPM技術を全品目へ普及

●GAPの活用 ●土づくりと施肥の改善
●新施設園芸システムの構築
●オランダウェストラント市との

友好園芸協定を活かす
●有機農業の推進

⋊ષ目શ総合戦റ
②
環
境
保
全
型
農
業
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

地
位
を
確
立

安全・安心

⑥6次産業化の取組による拠点ビジネスづくり

本県農産物の
ファンづくりと地産

特色のある
農産物の
生産挪を拡大

●園芸用ハウスの及動化を促進
●集出荷等施設の再編・集約、
機能向上を支援

●メディアを活用したPR
●出前授業

●加工、グリーン・ツーリズムの取組強化と6次産業
化の推進

・6次産業化をリードする人材の育成
・地域ৱ౺を活かした商品開発・販挢拡大を支援

●拠点ビジネスづくりの推進
・岽うち捗集叉営農をৢ峂た拠点ビジネスづくり

確
保

畜産

土佐ภ

米 新

新
新

拡

（P164~P173） （P184~P193）

（P196~P197）

６

企業的経営体の育成
・U・Iターン就農
者等の確保

・実践研修など
就農に向けた支援

・法人経営体の育成
・法人経営体の組織化と経営発展への支援
・品目別規模拡大方策の策定
・施設整備やৱস卥での支援

規模拡大
経営強化 ・匼挒৓匍匏施設等のশํ挻化ৌ策

・農地・匍保全拻৶支掾勧২の活用

生産資源の保全

の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

・就農サポートハウスに
よる実績づくりを支援

・営農指導・フォローアップ

ファンづくりと地産
地消の推進

３．新たな担い手の確保・育成と経営体の強化

定着に向けて
新規就農者の確保・育成

地域の核と
なる農業の
担い手を
育成

地
域
の
担
い
手
を

確
保
・
雇
用
の
創
出拡

新
新

⑦担い手の育成と生産資源の保全 （P198~P205）



○森林の集約化を
一層推進

立木の資産価値
30303030％％％％アップアップアップアップ
（（（（H22H22H22H22年比年比年比年比））））

ع 山の資産価値を
アップ、中山間
の雇用を確保 ع

●য়木の資産価値

4ফ後の目ఏ 10ফ後の目指す姿さらなる飛躍
へのポイント

高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜林業分野（案）＞

○ 捒掚の集約化と経営卑厃の推進 （P224）
・ 捒掚経営計画と捒の工場の整備

○ 地形や地質にマッチした効厾的な生産システムの導入を促進
（Ｐ224）

○ 皆伐による原木の増産（P224）
○ 大型製材工場や県内製材工場等への原木の安定供給システムの

原
木
生
産

現状
(H22)
40.4万m3
150億円

第2期計画の取り組み
H27H26H25H24

木
材
・
木
製
品
製
造
業
出
荷
額
等

原
木
生
産
量

６
５
万
立
方

～
山
で
若
者
が
働
く

○作業システムの
改善による原木

生産の効率化

（（（（H22H22H22H22年比年比年比年比））））

担い手数
1,7201,7201,7201,720人人人人

製材品の生産量
35353535万万万万5555千千千千m3m3m3m3

○単板工場の誘致

○製材工場の効率
化・高品質化を進
め、競争力を強化

木
材
・
木
製
品
製
造
業
出
荷
額
等

原
木
生
産
量

６
２
万
立
方

●য়木の資産価値
20％アップ（H22年比）

●担い手数
1,720人（75人増）

木材の付加価値ع
を高めるع

●製材品の生産挪
30万m3（30 %増）

○ 大型製材工場や県内製材工場等への原木の安定供給システムの
構築 （P226）

・ 協定取引の推進 （P226）
○ 捒掚組合の経営ৡ強化 （P226）
○ 自伐掚家等による生産を促進 （P228）

加
工
体
制

○ 大型製材工場等の施設整備の促進 （P230）
・ 大型製材工場の整備と生産
・ 単板工場の整備計画の検討

○ 県内事業者による大型製材工場整備 （P232）
・ ビジネスプランの作成、工場の整備

○ 既存事業者の加工ৡの増強を推進 （P232）
・ 乾燥施設等の新設及び増強

原
木
生
産

木
製
品
製
造
業
出
荷
額
等

２
０
０
億
円
以
上
を

万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
指
す

く
、
全
国
ト
ッ
プ
３
の
国
産
材
産
地

県産材製品の
県外出荷量

26262626万万万万m3m3m3m3

戸建て住宅の
木造率

四国四国四国四国No.1No.1No.1No.1

め、競争力を強化

○県外への流通・販
売システムのさら
なる強化

○土佐材の知名度
の向上による活発
な取引

木
製
品
製
造
業
出
荷
額
等

１
９
０
億
円
以
上
を

万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
指
す

県外市場でのع
認知২の向上ع

●県産材製品の県外
出荷挪
22万m3/年（70％増）

県内での県産材ع
匏用が拡大ع

●叐厼て卫挭の木造厾
全国平均以上

流
通
・販
売

○ 大消費地に設厒した及通拠点を活用した土佐材及通挪の拡大
（P234）

○ 県外販売の窓口を一元化し、製品の安定供給を促進 （P234）
○ 大消費地への販挢拡大 （P234）

・ 消費地商談会や展示販売会の実施により、土佐材の
知名২アップとロット販売挪を増加

○ 品質が確保された製品の安定供給体制を確য় （P234）
○ 県産材を匏用した木造卫挭への支援 （P236）
○ 勗共事業や勗共施設等での県産材の匏用推進 （P236）

○ 既存事業者の加工ৡの増強を推進 （P232）
・ 乾燥施設等の新設及び増強

を
目
指
す

国
産
材
産
地
～

四国四国四国四国No.1No.1No.1No.1

木質バイオマス
利用量

38383838万万万万トントントントン
（金額換算：23億円）

○木質バイオマスを
低コストで大量に
収集するシステム
づくり

を
目
指
す

全国平均以上

捒掚資源を生かし卲りع
木の価値をアップع

●木質バイオマス
匏用挪

34万トン（50％増）

（金額換算：21億円）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

○ 原木や掚地拑材のဦ出に対する支援 （P238）
○ 木質バイオマス೤厄の安定供給 （P238）
○ 木質バイオマス঎イラーの匳拖及び拯コスト化 （P238）
○ 掓広いী野での木質バイオマス匏用を促進 （P238）
○ ೤൏࿏の適匁叀৶ （P240）
○ コスト差を埋める支援の仕組みの検討 （P240）
○ 推進体制の強化 （P240）

・ 木質バイオマスエネルॠー匏用促進協議会の参加者の拡大、
協議内容の拡充

○ 木質バイオマス発電の推進 （P240）
７



森林資源森林資源森林資源森林資源 H22末末末末
蓄蓄蓄蓄 積積積積 ：：：： 1.74億億億億m3

成長量：成長量：成長量：成長量：314万万万万m3/年年年年

（うち人工林）（うち人工林）（うち人工林）（うち人工林）
（蓄（蓄（蓄（蓄 積積積積 ：：：： 1.49億億億億m3））））

（成長量：（成長量：（成長量：（成長量：300万万万万m3/年）年）年）年）

柱３．流通・販売体制の確立柱３．流通・販売体制の確立柱３．流通・販売体制の確立柱３．流通・販売体制の確立

【【【【課題課題課題課題】】】】
①地域の実情に応じた持続的な森林経営のプランが必要
②保育コスト高等から適切な手入れがされず荒廃森林が発生
③成林までのトータルコストが高く、再造林が困難
④獣害（シカ、ウサギ等）により確実な更新が困難

成熟成熟成熟成熟したしたしたした森林資源森林資源森林資源森林資源をダイナミックにをダイナミックにをダイナミックにをダイナミックに活用活用活用活用したしたしたした所得所得所得所得のののの向上向上向上向上とととと雇用雇用雇用雇用のののの創出創出創出創出産業成長戦略（林業分野）の概要

原木生産量原木生産量原木生産量原木生産量

【【【【施策施策施策施策】】】】

◆◆◆◆持続可能持続可能持続可能持続可能なななな森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり （（（（P244P244P244P244））））
①地域の森林整備に関する計画の作成支援
（適地適木、資源循環 など）

③再造林への支援、省力化の検討
④獣害対策（防護柵設置等）の支援

柱６．健全な森づくり柱６．健全な森づくり柱６．健全な森づくり柱６．健全な森づくり

柱２．加工体制の強化柱２．加工体制の強化柱２．加工体制の強化柱２．加工体制の強化柱１．原木生産の拡大柱１．原木生産の拡大柱１．原木生産の拡大柱１．原木生産の拡大

◆◆◆◆荒廃森林荒廃森林荒廃森林荒廃森林のののの解消解消解消解消
（（（（P244,246P244,246P244,246P244,246））））

②保育間伐の推進
・公益的機能が高い森林の間伐支援
・オフセット・クレジットを活用した森林整備の推進

数値目標数値目標数値目標数値目標
H22 → H33

(H27)

●原木生産量●原木生産量●原木生産量●原木生産量
（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）

404千千千千m3
→650千千千千m3

(620千千千千m3)

循環型循環型循環型循環型のののの林業林業林業林業をををを持続持続持続持続

フォレスターフォレスターフォレスターフォレスター
による支援による支援による支援による支援

【【【【課題課題課題課題】】】】
①大消費地から遠隔地であり輸送コスト高
②県外での土佐材の認知度が不足
③事業者の営業力の強化が必要
④木材を使う仕組みや意識の強化が必要

柱３．流通・販売体制の確立柱３．流通・販売体制の確立柱３．流通・販売体制の確立柱３．流通・販売体制の確立

【【【【課題課題課題課題】】】】
①森林の所有規模が小さい
②地形が急峻
③原木の販売価格が不安定
④効率的な生産ができる事業者が少ない
⑤担い手の確保と技術の向上

H22年年年年

404404404404
千千千千m3m3m3m3

【【【【課題課題課題課題】】】】
①成熟した豊富な森林資源を使い切れない
②機械設備が不十分で、生産コスト高
③消費者の求める品質確保の取り組みが不十分
④財務体質が弱く、設備投資が困難

【【【【施策施策施策施策】】】】
◆◆◆◆生産性生産性生産性生産性のののの向上向上向上向上とととと原木原木原木原木のののの増産増産増産増産 （（（（P224,226P224,226P224,226P224,226））））
①森林の集約化と経営委任の推進
・森林経営計画と森の工場の整備
・森林施業プランナーの活動支援
・国・公有林等を活用した大規模化
②地形や資源にマッチした効率的な生産システム
の導入促進

【【【【施策施策施策施策】】】】
◆◆◆◆企業誘致等企業誘致等企業誘致等企業誘致等によるによるによるによる大型加工施設大型加工施設大型加工施設大型加工施設のののの整備整備整備整備
①～③大型加工施設の整備 （（（（ P230P230P230P230））））
・大型製材工場の整備
・単板工場の整備
（低質材の加工力強化）

柱２．加工体制の強化柱２．加工体制の強化柱２．加工体制の強化柱２．加工体制の強化柱１．原木生産の拡大柱１．原木生産の拡大柱１．原木生産の拡大柱１．原木生産の拡大

【【【【施策施策施策施策】】】】
◆◆◆◆流通流通流通流通のののの統合統合統合統合・・・・効率化効率化効率化効率化 （（（（P234P234P234P234））））
①拠点を活用した流通の効率化の推進
・県外の流通拠点の設置
・建築工程に応じたきめ細かな配送の推進
・県内事業者の共同輸送（県外へ）体制の強化

●森の工場●森の工場●森の工場●森の工場
整備面積整備面積整備面積整備面積

37,161ha
→90,000ha

(69,800ha)

●担い手●担い手●担い手●担い手
1,645人人人人

→1,720人人人人
(1,720人人人人) 

●林業労働者●林業労働者●林業労働者●林業労働者

間伐間伐間伐間伐とととと皆伐皆伐皆伐皆伐をををを組組組組みみみみ合合合合わせてわせてわせてわせて増産増産増産増産 品質品質品質品質のののの向上向上向上向上とととと加工量加工量加工量加工量のののの増大増大増大増大 地産地消地産地消地産地消地産地消・・・・地産外商地産外商地産外商地産外商のののの推進推進推進推進

増産

216216216216
千千千千m3m3m3m3

の導入促進
・林業機械や林内路網の整備
・効率的な路網や架線集材などの普及
・事業体の作業システム改善の支援
③協定取引による安定供給の推進
◆◆◆◆事業体事業体事業体事業体やややや担担担担いいいい手手手手のののの育成育成育成育成 （（（（P226,228P226,228P226,228P226,228））））
④事業体のマネジメント能力の向上
・中期的なビジョンに基づく森林組合経営を支援
・森林組合の合併を推進
・森林施業プランナーの育成
・建設業者等の新規参入と定着を支援
⑤担い手の確保・育成
・搬出作業等の技術力アップ
・新規就業の促進
・自伐林家等の生産活動の支援

◆◆◆◆県内加工事業体県内加工事業体県内加工事業体県内加工事業体のののの生産力生産力生産力生産力等等等等のののの強化強化強化強化 （（（（P232P232P232P232））））
①～④既存加工事業体の生産力等の維持・強化
・県内事業者による大型製材工場の整備
・新たな設備導入や既存設備更新の支援
（効率化、低コスト化、高品質化等）

◆◆◆◆販売力販売力販売力販売力のののの強化強化強化強化 （（（（P234,236P234,236P234,236P234,236））））
②、③地産外商の推進（流通拠点の活用など）
・企業・団体と行政が連携した営業活動を推進
（土佐材展示会、セミナー、商談会の開催など）
・商品力の向上への支援
（ＪＡＳ認定取得・表示の支援、地域材ブランド
化の推進など）

④地産地消の推進
・県産材使用住宅の建築、リフォームの支援
・公共施設、公共事業での木材利用の推進

【【【【課題課題課題課題】】】】

柱４．木質バイオマスの利用拡大柱４．木質バイオマスの利用拡大柱４．木質バイオマスの利用拡大柱４．木質バイオマスの利用拡大

●林業労働者●林業労働者●林業労働者●林業労働者
の年収の年収の年収の年収

→ 4百万円百万円百万円百万円/年年年年
(4百万円百万円百万円百万円/年年年年)

●製材品生産量●製材品生産量●製材品生産量●製材品生産量
224千千千千m3

→355千千千千m3
(300千千千千m3)

●乾燥材生産量●乾燥材生産量●乾燥材生産量●乾燥材生産量
54千千千千m3

→120千千千千m3
５０５０５０５０%%%%

マテリアルマテリアルマテリアルマテリアル＋＋＋＋ エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー 利用利用利用利用のののの推進推進推進推進

８

H27年年年年
62万万万万m3

H33年年年年
65万万万万m3

【【【【課題課題課題課題】】】】
①重要な換金品目の生産・販売振興が必要
②地域の森林や産物を活用した取り組みの推進が必要

増産

30303030
千千千千m3m3m3m3

柱５．森のものの活用柱５．森のものの活用柱５．森のものの活用柱５．森のものの活用 ①原木や林地残材の集荷コスト高
②バイオマス利用ボイラーの導入経費や管理経費
（燃焼灰処理等）が他製品に比較して割高
③原木増産に伴い発生する多量のバイオマスの
有効利用が必要

【【【【施策施策施策施策】】】】
◆◆◆◆木質木質木質木質バイオマスのバイオマスのバイオマスのバイオマスの効率的効率的効率的効率的なエネルギーなエネルギーなエネルギーなエネルギー利用利用利用利用のののの推進推進推進推進
とととと多面的利用多面的利用多面的利用多面的利用のののの拡大拡大拡大拡大 （（（（P238,240P238,240P238,240P238,240））））
①原木や林地残材の搬出に対する支援
②バイオマス利用施設の導入・管理コストの低減
・バイオマス利用ボイラーの導入支援
・一定の地域内での効率化を推進（共同利用・処理）
③発電や製品原材料など多用途利用の推進
・再生可能エネルギーの全量固定価格買取制度に対応
し、バイオマス発電を推進 など

→120千千千千m3
(111千千千千m3)

●木質バイオマス●木質バイオマス●木質バイオマス●木質バイオマス
利用量利用量利用量利用量

227千㌧（千㌧（千㌧（千㌧（H21））））
→380千㌧千㌧千㌧千㌧

(340千㌧千㌧千㌧千㌧)

【【【【施策施策施策施策】】】】
◆◆◆◆特用林産物特用林産物特用林産物特用林産物のののの生産等生産等生産等生産等のののの振興振興振興振興 （（（（P242P242P242P242））））
①特用林産物（炭、ｷﾉｺ、ｼｷﾐ等）の生産・販売支援
②提案型等の地域発の取り組みを支援

５０５０５０５０%%%%
増産増産増産増産

森森森森のののの恵恵恵恵みをみをみをみを余余余余すことなくすことなくすことなくすことなく活用活用活用活用



安定した漁業生産の
確保

● 沿岸漁業総生産挪

4ফ後の目ఏ 10ফ後の目指す姿さらなる飛躍
へのポイント

沿
岸
漁
業
生
産
額

・沿岸から沖合まで
の漁場整備 海・資源と

沿
岸
漁
業
生
産
額

高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜水産業分野（案）＞

＜漁業生産挪の確保＞
○ 漁港・漁場の整備・活用

・ 漁獲の増加に๾൴する「土佐హດฝ場」の整備（P262）

漁業生産挪の確保

現状
(H21)
沿岸漁業
生産額
348億円
水産加工
出荷額
160億円

第2期計画の取り組み
H27H26H25H24

● 沿岸漁業総生産挪
を7777万万万万トントントントン以上以上以上以上維持

（H22:68,688ｔ）

● 新規就業者（中核
漁業者）を128128128128名名名名
（（（（32323232名名名名／／／／年年年年））））確保

沿
岸
漁
業
生
産
額

４
０
０
億
円

＋

～
若
者
が
住

の漁場整備

・養殖魚の産地とし
てのಌなる認知২
向上

・ড়間企業や新規就
業者 が参入しやす
い環境整備

（支援の充実、地元
の৶卆促進）

海・資源と
共存する

土佐の漁業

● 沿岸漁業生産量
を7万トン以上維持

● 新規就業者（中
核漁業者）を
320名確保

沿
岸
漁
業
生
産
額

３
７
０
億
円

＋

● 販売স額が800万円
以上の経営体

510510510510経営体経営体経営体経営体（（（（22222222％）％）％）％）以上以上以上以上
（H20:20%） ● 販売金額が800万円

以上の経営体

・ 漁獲の増加に๾൴する「土佐హດฝ場」の整備（P262）
・ カツオ一本釣り用活餌供給事業への支援（P262）

○ 資源の確保と栽培漁業の推進
・ ༺൏け対策・๝ඎの機能৚挴（P266)
・ ঄ラメなどの大型種၈の择及と効果の検卨（P268）

○ 広く「漁業の担い手」を確保
・ 新規漁業就業者の研修受入地区や対象漁業種類の拡大（P274)

○ 既存養殖漁業の振興（P288）
○ 企業活ৡを活かした養殖漁業の振興

・ 高品質なカンパチ種၈の挪産化（P288)
・ マグロ養殖の振興（P288)

養殖漁業の振興

生

産

水
産
加
工
出
荷
額

２
０
０
億
円

住
ん
で
稼
げ
る
元
気
な
漁
村
～

県外৘場での認知২
向上・ブランド化

● 県外主要市場であ
る大阪市場における
本県産水産物のシェ
ア

18181818億円億円億円億円（（（（５５５５％）％）％）％）
（H22:16億円、

4.4%）

・県１漁協構想の実
現による拠点市場
への集約化

・高知県漁協の買取
販売の抜本的な強
化

・買受人のಌなる連
携による勛റ的な
外商活動の展開

鮮度で勝負！
土佐の魚

● 大阪市場におけ
る本県産水産物の
シェア

21億円（6％）

水
産
加
工
出
荷
額

１
７
０
億
円

以上の経営体
4人に1人（25％以上）

○ ྟৡある産地市場づくり
・ 拠点市場における入ై্১の匳ఒやಮ上集荷の実施（P276）

○ 県漁協の買取販売事業の強化
・ 厓捍性の確保に向けた販売৕会社の設য়（P280）

○ 地産外商の推進
・ 県外消費地市場との卦及促進（P284）
・ 買受人の組織化と主体的な活動の促進（P284）
・ ৎ間෱掤をಢೠする新たな物及の構築（P284）
・ マリン・エコラベルの活用などによる県産水産物のブランド化

の推進（P286）

地産外商のಌなる推進
流

通

・
販

売

９

億
円

以
上
を
目
指
す

地域の雇用の場を
確保

● 新たな水産加工業
の取扱高

10億円増加
（H22:2億円）

● 漁村における新た
な雇用が100100100100名増加名増加名増加名増加

・養殖魚の出荷形態
をフィレ等に転換
するための৐叀৶
加工能ৡの向上

・水揚げの集約化や
県外からの調達に
よる加工用原魚の
安定確保

加工で広がる
漁村の雇用

● 新たな水産加工
業の取扱高

40億円増加

● 漁村における新
たな雇用が650名

増加

億
円

以
上
を
目
指
す

加

工

○ 水産加工業の新たな事業化の推進
・ 生産・及通・加工業者のマッチングによるビジネス機会の拡大

（P296）
・ 漁業者による6次産業の事業化（P296）

○ 伝統的な水産加工業の振興
・ 宗田節・シラス加工業の振興（P298）

水産加工の裾野の広がりと新たな事業化

の推進（P286）



取組方針１．
漁業者による
漁業費用の削減

○省エネエンジンの導入による

戦略の柱１．漁業の生産高を伸ばし、漁業収入を向上戦略の柱１．漁業の生産高を伸ばし、漁業収入を向上戦略の柱１．漁業の生産高を伸ばし、漁業収入を向上戦略の柱１．漁業の生産高を伸ばし、漁業収入を向上 戦略の柱２．戦略の柱２．戦略の柱２．戦略の柱２．
漁業費用を削減漁業費用を削減漁業費用を削減漁業費用を削減

取組方針２．水産物の販売力の強化と魚価の向上

【【【【施策１．魅力ある産地市場づくり施策１．魅力ある産地市場づくり施策１．魅力ある産地市場づくり施策１．魅力ある産地市場づくり】】】】
○拠点市場における入札方法の改善や陸上集荷の
実施（P276）
○衛生管理の高度化など拠点市場の機能強化（P276）
○産地市場の計画的な統合を推進（P278）

【【【【施策１．漁港・漁場の整備・活用施策１．漁港・漁場の整備・活用施策１．漁港・漁場の整備・活用施策１．漁港・漁場の整備・活用】】】】
○漁獲の増加に貢献する「土佐黒潮牧場」の整備
（P262）

○カツオ一本釣り用活餌供給事業への支援（P262）
○沈設型魚礁の再整備に向けた取組（P264）

取組方針１．漁業生産量の確保

漁漁漁漁 業業業業 者者者者 第２期高知県産業振興計画第２期高知県産業振興計画第２期高知県産業振興計画第２期高知県産業振興計画 産業成長戦略（水産業分野）の取り組み産業成長戦略（水産業分野）の取り組み産業成長戦略（水産業分野）の取り組み産業成長戦略（水産業分野）の取り組み ※アンダーラインは重点取組

○省エネエンジンの導入による
漁業経営の改善（P290）
○資源管理・漁業所得補償対策
の推進（P290）

漁
業
者

漁
業
者

漁
業
者

漁
業
者
のののの
所
得
向
上

所
得
向
上

所
得
向
上

所
得
向
上

中
核
的

中
核
的

中
核
的

中
核
的
なななな
漁
業
漁
業
漁
業
漁
業
・・・・

今
後
今
後
今
後
今
後
もももも
持
続
持
続
持
続
持
続
す
る
す
る
す
る
す
る

○漁協役職員の人材育成
（P292）

○県漁協の組織再編整備計画
の着実な実行（P292）
○供給価格の引き下げに向け

取組方針２．
漁協による

漁業費用の削減

【【【【施策２．県漁協の買取販売事業の強化施策２．県漁協の買取販売事業の強化施策２．県漁協の買取販売事業の強化施策２．県漁協の買取販売事業の強化】】】】
○仕入・販売体制の一元化（P280）
○販路の拡大等（P280）
○収益性の確保に向けた販売子会社の設立（P280）

【【【【施策３．地産地消の推進施策３．地産地消の推進施策３．地産地消の推進施策３．地産地消の推進】】】】
○「土佐のおさかなまつり」の開催などによる消費の
拡大（P282）
○たたき料理など高知の食文化の情報発信（P282）

【【【【施策４．地産外商の推進施策４．地産外商の推進施策４．地産外商の推進施策４．地産外商の推進】】】】
○県外消費地市場との交流促進（P284）
○買受人の組織化と主体的な活動の促進（P284）
○時間距離を短縮する新たな物流の構築（P284）
○マリン・エコラベルの活用などによる県産

P264

【【【【施策２．資源の確保と栽培漁業の施策２．資源の確保と栽培漁業の施策２．資源の確保と栽培漁業の施策２．資源の確保と栽培漁業の推進推進推進推進】】】】
○磯焼け対策・干潟の機能回復（P266）
○ヒラメなどの大型種苗の放流と効果の検証
（P268）

【【【【施策３．漁業秩序の確立施策３．漁業秩序の確立施策３．漁業秩序の確立施策３．漁業秩序の確立】】】】
○漁業違反の取締強化（P270）
○紛争の解消と規制緩和の推進（P272）

【【【【施策４．広く「漁業の担い手」を確保施策４．広く「漁業の担い手」を確保施策４．広く「漁業の担い手」を確保施策４．広く「漁業の担い手」を確保】】】】
○新規漁業就業者の研修受入地区や対象漁業
種類の拡大（P274）

・・・・漁
村
漁
村
漁
村
漁
村
のののの
担担担担
いいいい
手手手手
のののの
確
保
確
保
確
保
確
保

す
る
す
る
す
る
す
る
漁
業
漁
業
漁
業
漁
業
・・・・漁
村
漁
村
漁
村
漁
村

取組方針３．養殖業の振興

【【【【施策１．既存養殖漁業の振興施策１．既存養殖漁業の振興施策１．既存養殖漁業の振興施策１．既存養殖漁業の振興】】】】
○生産者グループ等の販売促進活動の推進（P288）
○効率的な給餌方法などの開発（P288）

【【【【施策２．企業活力を活かした養殖漁業の振興施策２．企業活力を活かした養殖漁業の振興施策２．企業活力を活かした養殖漁業の振興施策２．企業活力を活かした養殖漁業の振興】】】】
○高品質なカンパチ種苗の量産化（P288）
○マグロ養殖の振興（P288）

戦略の柱３．水産加工を振興戦略の柱３．水産加工を振興戦略の柱３．水産加工を振興戦略の柱３．水産加工を振興 戦略の柱４．地域資源を活用し、戦略の柱４．地域資源を活用し、戦略の柱４．地域資源を活用し、戦略の柱４．地域資源を活用し、
交流を拡大交流を拡大交流を拡大交流を拡大

○供給価格の引き下げに向け
た購買事業の見直し（P292）
○漁業者に対する経営指導の
強化（P294）

○マリン・エコラベルの活用などによる県産
水産物のブランド化の推進（P286）

地地地地 域域域域
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取組方針２．水産加工業の新たな事業化の推進

○事業化を軌道に乗せるための原料魚確保や販路確保等を支援
○生産・流通・加工業者のマッチングによるビジネス機会の拡大
○漁業者による6次産業の事業化
○衛生管理の高度化を推進 （全てP296）

取組方針１．滞在型・体験型観光の推進

○体験者のニーズに対応した魅力ある商品
づくりと効果的な情報発信（P300）

取組方針２．資源豊かで
賑わいのある河川づくりの推進

○アユ資源の増殖に向けた種苗放流などの実施
（P302）
○誘客のためのアマゴの冬季解禁（P304）

交流を拡大交流を拡大交流を拡大交流を拡大
取組方針３．伝統的な
水産加工業の振興

【【【【施策１．宗田節加工業の振興施策１．宗田節加工業の振興施策１．宗田節加工業の振興施策１．宗田節加工業の振興】】】】
○認知度向上、ブランド化の
推進（P298）
○新製品の開発、販路開拓
を支援（P298）

【【【【施策２．シラス加工業の振興施策２．シラス加工業の振興施策２．シラス加工業の振興施策２．シラス加工業の振興】】】】
○高知新港への水揚げの集
約化（P298）

○雇用の場としての持続可能な活動の展開を
支援（P296）

取組方針１．地域加工グループによる雇用の場の確保
地
域
地
域
地
域
地
域
のののの
所
得
向
上

所
得
向
上

所
得
向
上

所
得
向
上



10ফ後の目指す姿さらなる飛躍
へのポイント

4ফ後の目ఏ
（※はH24عH27のྸ計）

◆積極的な設備投資と技術力の

強化が相まって、生産性や競争力
が向上する。

●新規工業団地面積 20ha ※
●産学官連携産業創出研究推

進事業を活用した新規事業化
件数 ３件以上※

●工業技術センター等での

全国と対等に競
い合う企業が育
ち、産業集積の
拡大と県内での

継続した団地開発
と企業立地の推進
（団地開発：約２５ha）

高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜商工業分野（案）＞

○県内企業の設備投資の促進
・新たな拙捉制২の創設（雇用要件等のハードルを೹匄）（P326）
・融資関連メニューの充実（P326）

○企業য়地の受け皿となる工業団地の造成
・香南工業団地の整備、新たな団地開発の推進（P326）

○新産業の創出に向けた産学官連携の推進
・共同研究開発の推進と事業化（P328）

H27H26H25

基
盤
整
備

も
の
づ
く
り
の

第2期計画の取り組み
H24

現状
(H22)
4,608
億円

●工業技術センター等での
技術研修 1,600人※

●高等技術学校での在職者
訓練 500人※

●高校生県内就職厾
H22:58.1% →H27:72%

◆新たな企業立地が進むとともに、
防災や食品、一次産業関連機器等
の分野で競争力のある製品や企業
が生まれ、県内外での本県企業へ
の評価が高まる。

●企業য়地等の実現
新増設 40件※
製造品出荷額：3６0億円
新規雇用： 1,300人※

製
造
品
出
荷
額
等

６
０
０
０

～
も
の
づ
く
り
か
ら
の

高知ならではの
技術やノウハウ

製
造
品
出
荷
額
等

５
０
０
０

拡大と県内での
サプライチェーン
が実現
～地理的なハンディ

を乗り越えて～

（団地開発：約２５ha）

県内企業の設備投
資の促進とものづ
くりをリードする
中堅企業の育成
（全国並みの設備投資
の実現、売上高１０億

円以上の企業数：２割
増）

・共同研究開発の推進と事業化（P328）
○スキルを備えた技術人材の確保・育成

・工業技術センターや高等技術学校等による技術支援・技術研修（P328・330）
・県内企業への就職促進に向けた産業化、学校、ষ৆の連携強化（P332）

○企業য়地の推進
・全国トップクラスの捉成制২を活用し、県内に勘拒している業種や地域資源の高付加価値
化につながる企業等のয়地を推進（P342）

○防災関連産業の振興
・防災産業卦及会の開催（P334）
・開発した製品の｢地消｣｢外商｣までステージに応じた総合的な支援（P334）

○成শী野の育成
・売れる商品づくり（P336）

も
の
づ
く
り

基
盤
整
備

も
の
づ
く
り
の

◆数多くの企業が積極的な販売の
拡大に取り組み、売上の増加に繋
がるとともに、営業ノウハウ等も蓄

新規雇用： 1,300人※
●ものづくり地産地消拙捉সを活用し

た防災関連製品の開発数 20件※
●成শী野育成支援

事業化プラン認定件数:60件※
販売額：H23:２億円→H27:40億円

（100億円※）
新規雇用：１１０人※

●県内におけるソーシャルゲームの
ফ商 20億円

●ものづくり地産地消拙捉সを活用
した製品開発数
60件(防災関連製品20件を含む) ※

６
０
０
０
億
円
以
上
を
目
指
す

も
の
づ
く
り
か
ら
の
雇
用
拡
大
と
地
域
の
賑
わ
い
～

技術やノウハウ
を活かして、存
在感をアピール
できるものづくり
産業の創出
～防災産業と言えば

高知県～

５
０
０
０
億
円
以
上
を
目
指
す

次世代の成長産業
の育成
（南海地震対策と連動
した防災関連産業の育
成：２２億円）

○ৄ本市や商談会等外商機会の拡大

・売れる商品づくり（P336）
・事業化プランの早期実現に向けた総合的な支援（P336）

○官ড়が連携した協議会の支援による新たなコンテンツ産業（ソーシャルゲーム
産業）の創出の土台づくり
・｢ソーシャルゲーム企画コンテスト｣による新規ゲームを開発し、開発・運用・資স৚厓・

次ゲームへの投資のサイクルを構築（P338）
○ものづくりの地産地消

・ものづくり拙捉সを活用した製品開発と県内への導入（P340）
・｢地産地消｣から全国へ売り込む｢地産外商｣への発展（P340）

も
の
づ
く
り

がるとともに、営業ノウハウ等も蓄
積される。また、ものづくり産業の
拡大、地消・外商の進展に伴い、商
業・サービス業等が活性化する。

●ৄ本市・商談会の開催
（防災関連、ものづくり地産地消含む）

受注স額： H23：2億円→H27：8億円
(20億円※)

●商店ඌ通ষ者数
66,000人(休日)
（H23の水準を維持)

●空き店舗厾 13.4%
（H22の水準を維持）

す～

全国に広がる
Ｍａｄｅ ｉｎ Ｋｏｃｈｉ

と商業の活性化

す

地消・外商活動の
さらなる強化と賑
わいのある街づくり

11農林水・観光等の各分野での産業振興の実現と相まって

○ৄ本市や商談会等外商機会の拡大
・受注拡大コーディネーター等による支援（P346）

○産業振興センターを中心とした外商機能の強化や知事等によるトップセールスの
実施（P346）

○インターネット匏用による販売ৡ強化
・製造業ポータルサイトによる積極的な情報発信（P346）

○地域の賑わいの創出（観光等との連携による商業の活性化）
・空き店舗を活用した新規出店等を支援（P350）
・チャレンジショップ事業を活用した捌য়開業の促進（P350）

（
地
消
・
外
商
）

販
売
の
拡
大



産業成長戦略産業成長戦略産業成長戦略産業成長戦略のののの概要概要概要概要（（（（商工業分野商工業分野商工業分野商工業分野））））

ものづくりのものづくりのものづくりのものづくりの基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備

◆◆◆◆設備投資支援設備投資支援設備投資支援設備投資支援のののの抜本強化抜本強化抜本強化抜本強化（P326）

・厳しい地域間競争の中で、地場企業の事業継続
と発展を支援（設備投資への新たな助成制度等
を創設）

競争力強化競争力強化競争力強化競争力強化とととと企業集積企業集積企業集積企業集積のののの拡大拡大拡大拡大

◆◆◆◆産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携のののの推進推進推進推進（P328）

・産学官連携会議を中心に、産業につながる共同

研究の取組を推進
・中期テーマの研究開発に対して支援

◆◆◆◆技術人材技術人材技術人材技術人材のののの育成育成育成育成（P328・330）

・工業技術センター等における技術レベルに応じ

た研修の実施、高等技術学校の機能強化

◆◆◆◆新規高卒者新規高卒者新規高卒者新規高卒者のののの県内企業県内企業県内企業県内企業へのへのへのへの就職促進就職促進就職促進就職促進にににに向向向向けけけけ

人材人材人材人材のののの育成育成育成育成とととと確保確保確保確保研究開発研究開発研究開発研究開発のののの促進促進促進促進

☆☆☆☆積極的積極的積極的積極的なななな設備投資設備投資設備投資設備投資とととと技術力技術力技術力技術力のののの強化強化強化強化でででで競争力競争力競争力競争力をををを向上向上向上向上

を創設）

◆◆◆◆企業立地基盤企業立地基盤企業立地基盤企業立地基盤のののの整備整備整備整備（P326）

・香南工業団地の整備促進、新たな団地開発を
推進

・中期テーマの研究開発に対して支援
・新エネルギー、防災、食品分野での共同研究
テーマの掘り起こし

◆◆◆◆新規高卒者新規高卒者新規高卒者新規高卒者のののの県内企業県内企業県内企業県内企業へのへのへのへの就職促進就職促進就職促進就職促進にににに向向向向けけけけ
たたたた産業界産業界産業界産業界、、、、学校学校学校学校、、、、行政行政行政行政のののの連携強化連携強化連携強化連携強化（P332）

◆◆◆◆新規大卒者新規大卒者新規大卒者新規大卒者のののの県内企業県内企業県内企業県内企業へのへのへのへの就職促進就職促進就職促進就職促進（P332）

・大学生や保護者に対する就職情報の提供

ものづくりものづくりものづくりものづくり

◆◆◆◆南海地震対策南海地震対策南海地震対策南海地震対策とととと連動連動連動連動させたさせたさせたさせた
防災関連産業防災関連産業防災関連産業防災関連産業のののの振興振興振興振興（P334）

防災関連産業防災関連産業防災関連産業防災関連産業のののの振興振興振興振興

◆◆◆◆成長成長成長成長がががが期待期待期待期待されるされるされるされる食品食品食品食品、、、、天然天然天然天然
素材等素材等素材等素材等５５５５分野分野分野分野をををを対象対象対象対象にににに研究会研究会研究会研究会

成長分野成長分野成長分野成長分野でのでのでのでの事業化促進事業化促進事業化促進事業化促進

◆◆◆◆各分野各分野各分野各分野でのでのでのでの機械化機械化機械化機械化ニーズニーズニーズニーズ等等等等をををを
集約集約集約集約、、、、共有共有共有共有（P340）

ものづくりのものづくりのものづくりのものづくりの地産地消地産地消地産地消地産地消

◆◆◆◆全国全国全国全国トップクラスのトップクラスのトップクラスのトップクラスの助成制度助成制度助成制度助成制度
をををを活用活用活用活用しししし、、、、県内企業県内企業県内企業県内企業のののの工場増工場増工場増工場増

企業集積企業集積企業集積企業集積のののの拡大拡大拡大拡大

☆☆☆☆競争力競争力競争力競争力のあるのあるのあるのある製品製品製品製品やややや企業企業企業企業がががが生生生生まれまれまれまれ、、、、県内外県内外県内外県内外でのでのでのでの本県企業本県企業本県企業本県企業へのへのへのへの評価評価評価評価がががが高高高高まりまりまりまり、、、、新新新新たなたなたなたな産業集積産業集積産業集積産業集積のののの形成形成形成形成へへへへ

防災関連産業防災関連産業防災関連産業防災関連産業のののの振興振興振興振興（P334）

・防災産業交流会を通じた情報や

ニーズの共有、マッチング
・試作開発への助成や技術支援

・県内市町村への製品購入を促す
仕組づくりと製品のＰＲ

・首都圏や近畿圏の防災関連見本

市への出展を支援

素材等素材等素材等素材等５５５５分野分野分野分野をををを対象対象対象対象にににに研究会研究会研究会研究会
をををを設置設置設置設置（P336）

・専門家による助言、情報提供を通じて
プラン作りを促進

・製品開発や販路拡大への助成を通じて
事業展開を支援

◆◆◆◆官民官民官民官民がががが連携連携連携連携したしたしたした協議会協議会協議会協議会のののの支援支援支援支援
によるによるによるによる新新新新たなソーシャルゲーたなソーシャルゲーたなソーシャルゲーたなソーシャルゲー
ムムムム産業産業産業産業のののの創出創出創出創出のののの土台土台土台土台づくりづくりづくりづくり

集約集約集約集約、、、、共有共有共有共有（P340）

◆◆◆◆試作開発試作開発試作開発試作開発へのへのへのへの助成助成助成助成やややや工技工技工技工技センセンセンセン
ターターターター等等等等によるによるによるによる技術支援技術支援技術支援技術支援によりによりによりにより、、、、
企業企業企業企業のののの製品開発製品開発製品開発製品開発をををを支援支援支援支援（P340）

・ものづくり地産地消センターとの

連携によるマッチングを強化
・ものづくり地産地消推進事業費

補助金を拡充

販売販売販売販売のののの拡大拡大拡大拡大（（（（地消地消地消地消・・・・外商外商外商外商））））

をををを活用活用活用活用しししし、、、、県内企業県内企業県内企業県内企業のののの工場増工場増工場増工場増
設設設設やややや企業立地企業立地企業立地企業立地をををを促進促進促進促進（P342）

・地域資源を高付加価値化
・県内に不足する工程、技術の導入

・新エネルギーなど成長分野の立地
・事務系職場の拡大

☆☆☆☆数多数多数多数多くのくのくのくの企業企業企業企業がががが積極的積極的積極的積極的なななな販路拡大販路拡大販路拡大販路拡大にににに取取取取りりりり組組組組みみみみ、、、、売売売売りりりり上上上上げがげがげがげが増加増加増加増加

（P338）

12

◆◆◆◆見本市見本市見本市見本市へのへのへのへの県県県県ブースのブースのブースのブースの出展出展出展出展、、、、県内外県内外県内外県内外でのでのでのでの商談会商談会商談会商談会のののの開催開催開催開催（P346）

◆◆◆◆産業振興産業振興産業振興産業振興センターセンターセンターセンター等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携によるによるによるによる出展企業等出展企業等出展企業等出展企業等へのへのへのへの支援支援支援支援（P346）

◆◆◆◆産業振興産業振興産業振興産業振興センターをセンターをセンターをセンターを中心中心中心中心としたとしたとしたとした外商機能外商機能外商機能外商機能のののの強化強化強化強化やややや知事等知事等知事等知事等によるトップによるトップによるトップによるトップ
セールスのセールスのセールスのセールスの実施実施実施実施（（（（展示会展示会展示会展示会やややや県内製品県内製品県内製品県内製品カタログカタログカタログカタログ等等等等でのアピールでのアピールでのアピールでのアピール、、、、官公庁官公庁官公庁官公庁へのへのへのへの売売売売りりりり込込込込みみみみ））））（P346）

・見本市への出展を拡充 ・紙産業の見本市への新規出展

販路拡大販路拡大販路拡大販路拡大へのへのへのへの支援支援支援支援

ものづくりからのものづくりからのものづくりからのものづくりからの雇用拡大雇用拡大雇用拡大雇用拡大とととと地域地域地域地域のののの賑賑賑賑わいわいわいわい

◆◆◆◆アンテナショップアンテナショップアンテナショップアンテナショップ「「「「てんこすてんこすてんこすてんこす」」」」のののの運営運営運営運営へのへのへのへの支援等支援等支援等支援等をををを通通通通じてじてじてじて、、、、地消地消地消地消・・・・
外商外商外商外商をををを推進推進推進推進（（（（P348）

◆◆◆◆空空空空きききき店舗店舗店舗店舗へのへのへのへの出店出店出店出店やチャレンジショップのやチャレンジショップのやチャレンジショップのやチャレンジショップの運営運営運営運営、、、、商店街商店街商店街商店街のののの活性化事業活性化事業活性化事業活性化事業
へのへのへのへの助成助成助成助成をををを通通通通じてじてじてじて、、、、商業商業商業商業のののの振興振興振興振興をををを支援支援支援支援（（（（P350）

商業商業商業商業のののの活性化活性化活性化活性化

☆☆☆☆数多数多数多数多くのくのくのくの企業企業企業企業がががが積極的積極的積極的積極的なななな販路拡大販路拡大販路拡大販路拡大にににに取取取取りりりり組組組組みみみみ、、、、売売売売りりりり上上上上げがげがげがげが増加増加増加増加



●一人当たり観光消費額

4ফ後の目ఏ 10ফ後の目指す姿さらなる飛躍
へのポイント

県
外
観
光
客

県
外
観
光
客

世界に通用する
核となる観光拠点

の形成

●核となる観光拠点の整備
7箇所

●
様
々
な

●
地
域
観

●
核
と
な

観光立県観光立県観光立県観光立県としてのとしてのとしてのとしての地地地地
位位位位がががが確立確立確立確立しししし、、、、県民県民県民県民にににに
もそのもそのもそのもその意識意識意識意識がががが定着定着定着定着しししし
ているているているている

高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿＜観光分野（案）＞

○地域の観光拠点づくりの推進（P378）
○こうち旅広場のエントランス機能、ハブ機能の充実（P378）

核
と
な
る

観
光
拠
点

の
形
成

第2期計画の取り組み
H27H26H25H24

現 状
県外観光客入込数
370万人±α
（H23推計）
観光総消費額

1,010億（H22）

●一人当たり観光消費額
(H20) 25,459円 →27,500円

●二泊以上の宿泊客数
(H20) 85.5万人 →100万人

●リピーターの数
(H22) 50万人 →65万人

●首都圏からの観光客数
(H20) 30.5万人→45万人

●宿泊施設の༎掴厾
(H20) 37.8% →45.2%

●コンベンションの開催に
よる入込数

(H23年度)3万人→3.3万人

客
入
込
数
4
0
0
万
人
以
上

客
入
込
数
4
3
5
万
人
以
上

～
地
域
の
魅
力
が
人
を

国内ハブ空港
などからの

アクセシビリティ

三日以上
滞在できる
質の高い

観光地づくり

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ

観
光
の
担
い
手
が
育
ち
、
特
色
あ
る
観
光
商
品

な
る
観
光
拠
点
を
中
心
と
し
た
県
内
の
地
域
周

「「「「歴史歴史歴史歴史」、「」、「」、「」、「食食食食」、「」、「」、「」、「文文文文
化化化化」」」」などなどなどなど、、、、本県本県本県本県がががが持持持持つつつつ
優位性優位性優位性優位性がががが観光地観光地観光地観光地づくづくづくづく
りにりにりにりに生生生生かされかされかされかされ、、、、国内国内国内国内
外外外外からからからから県内各地県内各地県内各地県内各地にににに観観観観

光客光客光客光客がががが訪訪訪訪れることでれることでれることでれることで、、、、
地域地域地域地域のののの活性化活性化活性化活性化につなにつなにつなにつな
がっているがっているがっているがっている

●首都圏からの観光客数

ているているているている

効
果
的

広
報
・セ
ー
ル
ス

活
動

広
域
観
光

の
推
進

○地域コーディネート機能の強化（P384）
○県内各地域との連携による周遊観光の推進（P386）
○県域を越えた連携の推進（P386）

観
光
資
源
の

発
掘
・磨
き

上
げ

○掫拒২の高い観光商品づくり（P380）
○新たな観光資源の創出（P382）
○産業間連携による観光消費の拡大（P384）

○統一キャッチフレーズ・キャンペーンの実施（P388）
○ターゲットを明確にした広報・セールス活動の展開（P388)
○四国ツーリズム創造機構等との連携による 情報発信(P392)

●観光客掫拒২「大変よい」
「拖い」の厎合が、H22の
データを൐ফ上৚る

（H22）
・宿泊先 77% 

・食事・料理店 74%
・観光施設 75%

・観光施設の美化 72%
・公共トイレの快適性 57%
・案内標識 53% 

●教育旅ষ等による入込数
(H23年度)0.8万人→1万人

観
光
総
消
費
額
1
,
1
0

観
光
総
消
費
額
1
,
3
0

を
誘
う
、
世
界
に
通
じ
る
観
光

アクセシビリティ
の向上

県内交通アクセス
の充実

れ
、
新
た
な
観
光
客
の
獲
得
が
で
き
て
い
る

が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る

周
遊
が
進
み
、
道
の
駅
や
直
販
所
な
ど
で
の
観

本県本県本県本県がががが持持持持つつつつ個性個性個性個性にににに県県県県
外客外客外客外客がががが惹惹惹惹かれかれかれかれ、、、、リピーリピーリピーリピー
ターとなってターとなってターとなってターとなって繰繰繰繰りりりり返返返返しししし
訪訪訪訪れているとともにれているとともにれているとともにれているとともに、、、、
中長期中長期中長期中長期のののの滞在滞在滞在滞在もももも進進進進んんんん
でいるでいるでいるでいる

●一人当たり観光消費額

●首都圏からの観光客数
55万人

●外国人延べ宿泊者数
6.4万人泊

○観光産業を担う人材の育成（P394）
○観光ガイドの育成、技術の向上（P394）
○観光事業者等へのおもてなし研修の実施（P394）
○社会教育、学校教育における本県の文化・歴史等

の学習機会の確保（P394）

お
も
て
な
し

の
向
上

○おもてなしの気運の醸成（P396）
○観光ガイドの育成、技術の向上【再掲】 （P396）
○きめ細かな観光情報の提供（P396）

人
材
の
育
成

効
果
的
な

・セ
ー
ル
ス

活
動
の
推
進

○四国ツーリズム創造機構等との連携による 情報発信(P392)
○全国大会や教育旅ষ、企業研修等の誘致（P392）
○フィルムコミッションによるロケーション撮影の誘致(P392)

・タクシーの接客マナー 46%

●スポーツツーリズムの推進
による新規入込客数
2万人

●外国人延べ宿泊者数
(H22)1.6万人泊→3.2万人泊

0
0
億
円
以
上
を
目
指
す

0
0
億
円
以
上
を
目
指
す

光
産
業
～

観光立県としての
県民意識の醸成

ヘビーリピーター
の拡大

（年に2回以上）

観光拠点間観光拠点間観光拠点間観光拠点間をををを結結結結ぶぶぶぶ交交交交
通通通通アクセスのアクセスのアクセスのアクセスの進展進展進展進展にににに
伴伴伴伴いいいい、、、、様様様様々々々々なななな形形形形のののの周周周周
遊観光遊観光遊観光遊観光がががが根付根付根付根付いていいていいていいてい
るるるる

観
光
消
費
が
拡
大
し
て
い
る

●一人当たり観光消費額
30,500円

●リピーターの数
87万人
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国
際
観
光

の
推
進

○国別勛റに基づく誘致活動（P402）
○受入態勢の充実（P404）
○四国４県連携によるプロモーション活動の推進（P404）

ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

○推進体制の強化及び受入態勢の充実（P400）
○ফ間を通じたスポーツイベント等の開催（P400）
○アマチュアスポーツ合宿等の誘致活動（P400）

お
も
て
な
し

向
上

○きめ細かな観光情報の提供（P396）
○県内の観光地を結ぶ移動手段の確保（P398）
○観光基盤の整備（P398）



取組方針６
おもてなしの向上

第２期産業振興計画 産業成শ戦റ（観光分野）の概要

取組方針４
効果的な広報・セールス活動の推進

戦റの෣ 全国に通用する観光地づくり

取組方針１
核となる観光拠点の形成

県ড়拷げてのおもてなし気運の醸成を図るとともに、
きめ細かな観光情報の提供や卦通の匏೶性の向上など、
観光客の快適性を高めるため、ハード・ソフトの基盤整
備に取り組んでいきます。

＜これからの対策＞ （P396399ع）
○おもてなしの気運の醸成
○観光ガイドの育成、技術の向上【再掲】
○きめ細かな観光情報の提供
○県内の観光地を結ぶ移動手段の確保
○観光基盤の整備

これまでの博覧会の開催を通じて培った広報・セールス活動
のノウハウを生かしながら、旅ষマーケットの動向を౷まえつ
つ、ターゲットにあわせた効果的な広報やセールス活動を展開
していきます。

また、多くの入込客が期待できる全国大会や教育旅ষ、ణ及
効果が期待できるロケ撮影など、多様な誘致活動を進めます。

取組方針７

＜これからの対策＞ （P388393ع）
○統一キャッチフレーズ・キャンペーンの実施
○ターゲットを明確にした広報・セールス活動の展開
○四国ツーリズム創造機構等との連携による情報発信
○全国大会や教育旅ষ、企業研修等の誘致
○フィルムコミッションによるロケーション撮影の誘致

取組方針２
観光資源の発掘・磨き上げの推進

県内各地域への誘客を促進するため、これまでの取組等を
通じて生まれてきた全国に発信できる施設や、自然や体験観
光などで地域ブランドとして一定のまとまりがあるエリアを、
その地域への全国からの誘客の目玉となる観光拠点として磨
き上げていきます。

＜これからの対策＞ （P378379ع）
○地域の観光拠点づくりの推進
○こうち旅広場のエントランス機能、ハブ機能の充実

・地域観光の担い手が育ち、特色ある観光商品が
次々と生み出され販売されている

・核となる観光拠点を中心とした県内の地域周遊が進み、
道の駅や直販所などでの観光消費が拡大している

・様々なイベントなどがফ間を通じて開催され、新たな
観光客の獲得ができている

県外観光客入込数400万人以上

観光総消費額1,100億円以上を目指す

これまで各地域で取り組んできた体験プログラムなどの成
果やノウハウ等を生かしながら、地域の観光資源を磨き上げ、
商品化を図る取り組みをさらに促進させるとともに、リピー
ターにもつながるよう、掫拒২を高めるための観光商品づく
りを進めます。

また、地域に潜在化している資源の中から、テーマ性、ス
トーリー性などを盛り込みながら、より多くの新たな観光資
源を生み出し、地域での観光客の受け皿を拡大します。

プロスポーツやアマスポーツ合宿などの誘致を進める
とともに、地域で様々なスポーツイベントを実施するこ
とで、オフシーズンも含めて卲れ目なく観光客が訪れる
ことを目指していきます。

取組方針７
スポーツツーリズムの推進

＜これからの対策＞ （P380385ع）
○掫拒২の高い観光商品づくり
○新たな観光資源の創出
○産業間連携による観光消費の拡大

＜これからの対策＞ （P400401ع）
○推進体制の強化及び受入態勢の充実
○ফ間を通じたスポーツイベント等の開催
○アマチュアスポーツ合宿等の誘致活動

観光資源の発掘・磨き上げの推進

目指すべき４年後の姿
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主要なターゲットである東アジアを中心に、各国の特
性と本県の強みをマッチングさせたきめ細かい勛റによ
り、本県への誘致活動を進めるとともに、観光案内板の
多言語化や観光事業者への研修を実施するなど受入態勢
の充実を図っていきます。

取組方針８
国際観光の推進

＜これからの対策＞ （P402405ع）
○国別勛റに基づく誘致活動
○受入態勢の充実
○四国４県連携によるプロモーション活動の推進

観光拠点を中心として周辺の観光地等を巡る周遊プランを
つくるなど、地域の面的ྟৡを高めるための地域コーディネ
ート機能の強化を図ります。

また、広域ブロックや県域を超える多様な連携を進めるこ
とで、本県への誘客及び県内の周遊を促していきます。

取組方針３
広域観光の推進

＜これからの対策＞ （P384387ع）
○地域コーディネート機能の強化
○県内各地域との連携による周遊観光の推進
○県域を越えた連携の推進

自ら継続して観光商品を次々と生み出し販売していく地域観
光の担い手の人材育成に取り組んでいきます。

また、専門家を活用して観光客の受入を担う人材の育成を図
っていきます。

取組方針５
人材の育成

＜これからの対策＞ （P394395ع）
○観光産業を担う人材の育成
○観光ガイドの育成、技術の向上
○観光事業者等へのおもてなし研修の実施
○社会教育、学校教育における本県の文化・歴史等

の学習機会の確保


